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Extensive reading, an approach to learning English as a second language, has been reported to 

improve reading comprehension, build vocabulary, and enhance awareness of grammatical patterns 

by reading many books. When incorporating into class, educators expect students to read 

autonomously.  However, learners often feel difficulty in maintaining motivation in reading alone.   

To encourage the learners' autonomy and confidence in extensive reading, we have developed a 

Moodle Plugin that comprehensively provides visualization of the learning process and the virtual 

communication space. This paper reports on the effectiveness of the system over three years of the 

actual operation.  
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1. はじめに 

英語多読学習とは，多くの本を読むことにより英語

の文法のパターンへの気付きやリーディング力，語彙

力，文法力，読解力，文章力などの英語力全体を高め

る効果がある学習方法の 1 つである(1)．SSS 英語多読

研究会(2)では英語多読を行う際の 3 原則として，“辞書

は引かない”，“わからないところはとばす”，“進ま

なくなったらやめる”を提唱している．これらは，読書

のリズムを崩さず英語の世界に入りより英語を定着させ

るためである．松江工業高等専門学校（以後、本校と呼

ぶ）においても，この 3 原則に基づき第 1 学年から第 3

学年の英語授業内に英語多読を実施している．平成 30年

度までは，授業開始時に手書きの多読記録ファイルを配

布し記入させ，授業後にファイルを回収して教員が記録

に対するフィードバックを記入していた．しかしこの方

法では，英語多読授業時間外に学習者が自身の多読記録

を省察できず，また学習者同士の繋がりをもつこともで

きない．授業時間のみでは多読学習の効果は限定的であ

り，授業時間外に学習者が自律的に学習できることが望

ましい．自律的な学習には，モチベーションの向上は不

可欠であり，自分自身の成長（自身の過去との比較）ま

たは学習者同士における自分の立ち位置（他人との比較）

が重要となる(3)． 

そこで，高等教育機関で広く用いられている学習管

理システム（Learning Management System: LMS）

である Moodle に着目した．Moodle を活用した多読学

習はこれまでも多く報告されている．Visgaits ら(4)は，

Moodle のフォーム機能を中心に Excel や FileMaker

など他のソフトウェアで補いながら多読状況の確認，

フィードバックを行い，Moodle 活用の有用性を示し

ている．原田(5)は，Moodle のフォーラム機能によるデ

ィスカッションを利用し，授業以外の時間を有効に利

用している．また，Moodle のプラグインとして

Moodle Reader(6)，Statistics(7)，Dataform(8), Ranking 

block(9)などがある．Moodle Reader は，多読に利用す

る書籍に対するクイズを無料で提供しており，およそ

6500 冊に対応している．クイズは，1 書籍あたり約 10

JSiSE Research Report 
vol.35,no.7(2021-3)

－5－



問であり，選択肢問題，True&False 問題，時系列並べ

替え問題などがある．回答には制限時間が設けられ全

問回答後に本に対する感想を 4択より選びクイズが終

了する流れである．終了後は，日付，書籍名，合否，

総語数および受験歴を履歴画面の一覧で確認すること

ができる．教員は学習者ごとにクイズの受講状況を確

認でき多読学習状況の把握や評価を一元的に管理する

ことができる．Statistics は，グラフ表示が可能で時系

列の学習状況を把握できる．Dataform は，学習者のデ

ータ入力画面を自由に設計できる．Ranking Block は

何かしらのイベントに足してリアルタイムにランキン

グ表示をすることができる．これら Moodle 機能およ

びプラグインは，英語多読学習を支援する機能として

有用であることは自明であるが，これらを連動させて

統合的に利用することは難しい．特に操作方法などの

学習コストが多大になり学習者の自律的な多読学習の

障壁になることは想像に難くない．つまりこれらの機

能をワンパッケージにしたプラグインがあれば，自律

的な多読学習に対して大きな支援になる． 

本研究では，LMS を活用した自律的な英語多読学習

支援の一歩として Moodle に基づく英語多読学習に有

用な機能をワンパッケージしたプラグイン（以後，多

読 Moodle と呼ぶ）の開発を試みる．本報では，本校

において従来利用していた手書き多読記録ファイルと

の比較および多読 Moodle の機能評価について，学習

者へのアンケートによりその有用性を検証する． 

2. 従来手法 

 これまで英語多読授業において利用していた手書き

多読記録ファイルおよび授業実践方法について述べる． 

2.1 手書き多読記録ファイル 

手書き多読記録ファイルを図 1 に示す．1 行が 1 冊

分に対応し 10 冊分入力が可能である．左から多読実

施日（年月日），YL（読みやすさレベル），書籍タイト

ル，シリーズ名，語数およびこれまでの総読語数，コ

メントおよびおススメ度（3 段階），気分（3 段階），検

印の項目順である．また，ファイル下部には、このフ

ァイル 1 枚に対する WPM（語数／読了時間（分）），

総読破冊数，累計読後数を記入する． 

2.2 授業等における運用 

授業では学習者が図書館へ移動後，先に述べた手書

き多読記録ファイルを配布する．学習者は，約 10,000

冊の対象英文本から 1 冊を選び読書する．読了後，多

読記録ファイルへ多読記録を記入する．授業時間終了

までこれらを繰り返す．授業終了時に多読記録ファイ

ルを教員へ提出する．教員は，コメント欄に一言フィ

ードバックを記入する． 

 

図 1 従来利用してきた手書き多読記録ファイル 

3. 多読 Moodle プラグイン 

手書き多読記録ファイルの入力項目，閲覧，フィー

ドバックに対応する機能を全て実装した上で，さらに，

自律的学習のための機能として以下の 3点を追加実装

しワンパッケージ化したプラグインを開発する． 

(1) いつでも学習記録が省察できる 

(2) 自分自身の成長を測ることができる 

(3) 他者と比べた自身の立ち位置がわかる 

(1)は学習記録を可視化することにより実現する．(2)は

理解度テストを導入し学習者が自らの学習履歴から成

長を測ることを促す．(3)はランキングを導入し学習者

の立ち位置を示す． 

1 冊分 

累計 
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3.1 多読 Moodle プラグインの構成（学習者側） 

3.1.1 従来手法の機能化 

学習者側のトップ画面を図 2 に示す．6 つのタブメ

ニュー（View, Input, History, Comment, Ranking, 

Booklist）から構成される（View が初期画面）．従来

手法の機能は，Input 画面（図 3）および History 画

面（図 4）にて実現している．図 1 における 1 行分

（1 冊分）の多読記録を Input 画面で入力する．ま

た，これまでの多読記録の履歴は History 画面で閲覧

する．WPM，総読破冊数，累計読語数は View 画面

で確認する．残る教員のフィードバック機能は後述す

る．以上で従来手法の機能は満たされたことになる． 

 

図 2 学習者側のトップ画面（View タブ） 

3.1.2 自律的学習のための機能実装 

3 節冒頭で述べた 3 つの自律的学習のための機能に

ついて述べる．まず，「(1) いつでも学習記録が省察で

きる」は，History 画面において達成しているが，これ

に加えて View 画面において WPM，読後数を時系列

にグラフ表示によりさらに詳しく多読学習プロセスを

可視化できるようにした（図 2）.グラフ表示は月毎ま

たは積算が選択でき，WPM, 読後数，冊数の推移を確

認できる． 

次に「(2) 自分自身の成長を測ることができる」は，

理解度テスト（10 問）の機能を追加し，Input 画面で

多読記録を入力した後すぐに実施できるようにした

（図 5(a)）．理解度テスト回答後すぐに結果がわかる

（図 5(b)）．この結果は History 画面にも表記される．

また，入力直後でなくとも後日 History 画面からテス

トを受けることもできる． 

 

図 3 多読記録の記入画面（Input タブ） 

 

図 4 多読記録の履歴確認画面（History タブ） 

最後に「(3) 他者と比べた自身の立ち位置がわか

る」は，View 画面におけるクラスまたは学年順位の

表記を実装し，加えて，累計読後数などのランキング

を表記する Ranking 画面を実装した（図 6）．これら

教員が設定した期間（前期，後期など）で表示するこ

とができる． 
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(a) テスト画面 

 

(b) 結果画面 

図 5 理解度テスト画面  

 

図 6 ランキング画面（Ranking タブ） 

 Comment 画面および Book 画面は，コメント一覧

および書籍リストの一覧が表記される機能であるが，

当該目的とは無関係であるため割愛する． 

3.2 多読 Moodle プラグインの構成（教員側） 

 教員側のトップ画面を図 7 に示す．8 つのタブメニ

ュー（View, Feedback, Comment, Ranking, Booklist,  

 

図 7 教員側のトップ画面（View タブ） 

 

図 8 フィードバック画面（Feedback タブ） 
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User, Setting, Export）から構成される（View が初期

画面）．教員側が従来手法から引き継ぐ機能は，学習者

コメントへのフィードバックのみである．Feedback画

面を図 8 に示す．学年学科を選択後，該当する学習者 

3.3 授業等における運用 

事前準備は，Moodle 上のコースへ多読 Moodle を設

置し年度設定をするのみである．多読 Moodle は，

Moodle の活動モジュールのプラグインであるため，3

ステップ程度で配置できる．配置例を図 9 に示す．年

度設定は，年度または学期の更新時に 1 度実施するだ

けである． 

 

図 9 Moodle のコースへの設置 

授業では，携帯端末（スマートフォン等）を持参し，

図書館へ移動後，すぐに選書し読書に入る．なお，携

帯端末を忘れる学生がいる場合に備え，予備の携帯端

末（タブレット等）を用意しておく．読了後，携帯端

末から Moodle にログインし，多読 Moodle にて多読

記録を記入する．授業時間終了までこれらを繰り返す．

多読記録ファイルの配布，回収にかかる時間がない分，

読書時間を長くとることができる．教員は，授業終了

後，3.2 節に従いフィードバックを入力する．  

4. 実験 

手書き多読記録ファイルと多読 Moodle の比較およ

び多読 Moodle の機能評価について学習者へのアンケ

ートにより評価した．被験者は，1 年目（2018）は 2

学科の 3 年生 71 名，2 年目（2019）は 5 学科の 2 年

生 185 名，3 年目（2020）は 5 学科の 3 年生 161 名で

ある．2 年目，3 年目は同じ学生を追跡した結果である

が 1年目はプラグイン稼働直後で十分な被験者を集め

ることができず，2 学科の 3 年生が被験者となってい

る（2 年目，3 年目の学生とは異なる）．また，理解度

テストについては，2020 年度に機能追加されたため，

当該年度のみの結果を示す． 

4.1 実験方法 

学習者に対するアンケート項目を以下に示す．  

(a) 手書き記録ファイルと多読 Moodle のどちらが記

録しやすいか． 

(b) グラフによる可視化は自分の記録を確認しやすか

ったか．  

(c) 多読 Moodle の利用により時間外に多読をしてみ

ようと思ったか． 

(d) ランキング閲覧はモチベーション向上に繋がるか． 

(e) 理解度テストの点数が以前より上がったら，多読

に対するモチベーションも上がると思うか． 

(f) 理解度テストの点が以前より上がることと，クラ

ス順位が上がることでは，どちらの方が多読に対

するモチベーションがより上がると思うか． 

質問(a)は，手書き多読記録ファイルに対する多読

Moodle の有用性について，質問(b)以降は多読 Moodle

の機能評価についての質問である． 

4.2 実験結果 

実験方法のアンケート項目(a)～(g)の結果を図 10 に示

す．質問(a)では，多読 Moodle の利便性が，手書き記

録ファイルと比べて 4倍以上有用である結果を示した．

質問(b) では，8~9 割の学習者において，グラフによる

可視化は学習記録の省察に有用である結果を示した．

質問(c)では，6,7 割の学習が授業時間外の多読には積

極的ではないものの，3 年目に 4 割弱の学生が多読

Moodle の利用をきっかけに授業時間外の多読を試み

ようしている結果となった．なお，質問(b)(c)では，曖

昧な回答を排除するため 2020 年度はアンケート選択

肢から「どちらでもない」を削除している．質問(d)で

は，5～9 割の学習者がモチベーション向上に有用と回

答している．質問(e)では，6 割以上の学習者が理解度

テストはモチベーション向上に繋がると回答し，繋が

らないと回答した 1 割を大きく上回っている．質問(f)

では，ランキング機能，理解度テストについて 8 割強

の学習者がモチベーション向上に有用であると回答し

ている．また他者と比較するランキング機能が，自分

設置された多読 Moodle 
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自身と比較する理解度テストよりも 2倍近くモチベー

ション向上に有用であると回答している．他方 1 割強

が双方の機能ともモチベーション向上には有用ではな

いと回答した． 

 

(a) 従来手法との比較 

 

(b) グラフによる可視化の有用性 

 

(c) 授業時間外の多読学習への効果 

 

(d) ランキング機能の効果 

 

 

(e) 理解度テストの効果 

 

(f) 自分自身との比較，他者との比較の効果 

図 10 アンケート結果 

4.3 考察 

質問(a)の結果より，手書き多読ファイルに比べて多

読 Moodle は学習記録媒体として有用であると言える．

従来手法が良い学習者からは，手書きの味わい深さが

なくなるなど紙独特の良さの言及が多かった．また，

質問(b)では，従来手法が良い学習者からは，スマホの

小さい画面では見にくいなどインターフェースに対す

る言及が多く，質問(a)(b)とも本来目的である「 

(1) いつでも学習記録が省察できる」に対する印象で

はないため，目的(1)は十分に達成したと言える． 

質問(c)の結果より，授業時間外における自律的な多

読学習にはまだ不十分であることがわかる．3 年目に

は 4割弱まで授業時間外の多読を試みようとしている

ため，継続的な利用による「慣れ」が大きな要因かも

しれない．自分自身の成長を測る理解度テストに対す

る質問(e)においても 6割強の学習者がモチベーション

向上に有用であると回答していることから，授業時間
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外に多読を実施し理解度テストで自分自身の成長を測

るという流れがモチベーション向上の要因の一つであ

ると考える．これらより，「(2) 自分自身の成長を測る

ことができる」について機能的な役割は達成したと言

える． 

質問(d)の結果より，他の学習者と比べた自分の立ち

位置を示すことはできたと考える．質問(f)の結果にお

いても他者との比較は，自分自身との比較よりもモチ

ベーション向上には 2 倍以上の効果が示されており，

多読 Moodle における自律的な学習支援にはなくては

ならない機能と思われる．これらより「(3) 他者と比べ

た自身の立ち位置がわかる」機能の実装は達成したと

言える． 

これら以外には，「ログインボーナスが欲しい」「最

近多読をしていないことを知らせて欲しい」など，ゲ

ーム感覚的な機能要望があった．携帯端末の操作に慣

れている学習者が多いため，多読 Moodle の利用に対

して否定的な意見はほとんどなく，機能の改善，要望

が多かった．これらから，自律的な英語多読の学習支

援として多読 Moodle は一定の評価を得たと評する． 

5. おわりに 

本研究では，LMS を活用した自律的な英語多読学習

支援の一歩として Moodle に基づく英語多読学習に有

用な機能をワンパッケージにしたプラグインの開発を

試みた．従来利用していた手書き多読記録ファイルと

の比較および機能評価のアンケートの結果，授業時間

以外における自律的な多読学習を支援するツールとし

て一定の評価を得ることができた．また，本文には掲

載していないが，教員側からも授業において効果的に

多読学習を進めることができる評価を得た． 

しかし，学習者のアンケート結果から，画面の見に

くさやインターフェースの使いづらさからモチベーシ

ョンが下がっている指摘もあり，利用者目線のインタ

ーフェースの改善が必要と考える．また，約 6 割の学

習者が多読 Moodle を利用しても授業時間外の多読学

習に繋がらないと回答していることから，機能追加の

検討も必要と思われる． 
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